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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月4日(2018.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血管形成術またはステント移植の部位への、または血管形成術またはステント移植の部
位に近接した、配置のために構成された微粒子化ワルトン膠質粒子であって、前記粒子は
３００μＭ以下であり、前記粒子は胎盤組織を実質的に含まない、微粒子化ワルトン膠質
粒子。
【請求項２】
　約１０μＭ～約１００μＭの直径を有する粒子を含む、請求項１に記載の微粒子化ワル
トン膠質。
【請求項３】
　約２５μＭ～約７５μＭの直径を有する粒子を含む、請求項１に記載の微粒子化ワルト
ン膠質。
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【請求項４】
　粒子の混合物を含む、請求項１に記載の微粒子化ワルトン膠質であって、
　約５０％の前記粒子が約４０μＭ未満の直径を有し、約２５％の前記粒子が約４０μＭ
～約６０μＭ未満の直径を有し、約２５％の前記粒子が約６０μＭ以上の直径を有するか
、または
　約２５％の前記粒子が約４０μＭ未満の直径を有し、約２５％の前記粒子が約４０μＭ
～約６０μＭ未満の直径を有し、約５０％の前記粒子が約６０μＭ以上の直径を有する、
微粒子化ワルトン膠質。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の微粒子化ワルトン膠質と医薬的に許容される担体
とを含む組成物。
【請求項６】
　前記医薬的に許容される担体が水性担体、水、生理食塩水、またはリン酸緩衝食塩水で
ある、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　微粒子化ワルトン膠質の濃度が約０．０１ｇ／ｍＬ～約１ｇ／ｍＬ、約０．１ｇ／ｍＬ
～約０．５ｇ／ｍＬ、または約０．２ｇ／ｍＬである、請求項５～６のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項８】
　前記組成物が注射用であるか、液体、ゲル、またはペーストである、請求項５～７のい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の微粒子化ワルトン膠質を含む注射用ゲル。
【請求項１０】
　請求項５～８のいずれか１項に記載の組成物を含む注射用ゲル。
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